
 

令和７年度対タジキスタン無償資金協力「人材育成奨学計画」に係る交換公文の署名 

2025年 8月 15日、タジキスタン外務省において、古田恵子大使とシロジッディン・ムフリッデ

ィン外務大臣との間で、人材育成奨学金計画（JDSプロジェクト）に係る交換公文（Ｅ／Ｎ：上限

金額 3.24億円、約 220万ドル）への署名がなされました。 

 

JDSプロジェクトは、将来タジキスタンの開発課題の解決に貢献することを目指して、国を牽引

することが期待される若手公務員・行政官 15 名に対し、日本の大学院にて 2 年間で修士号を取得

するための奨学金を毎年付与するプロジェクトです。 

 

本プロジェクトは、タジキスタンでは 2009 年に開始し、これまでに、合計 136 名が奨学金を受

けました。そのうち 102 名が修士号を、1 名が博士号を取得した実績があります。また、37 名が、

JDS帰国留学生として出身機関に戻った後、幹部職を含む上級公務員に昇進しました。 

 

今後も、本プロジェクトにて優秀な若手公務員・行政官が日本の大学院への留学を果たし、帰国

後に日本で得た専門知識を活かしてタジキスタンの発展に貢献するとともに、両国の交流促進にも

寄与する人材となることが期待されます。 

 

 


